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　結論的に著者は 1961年以降のタンザニア経済発展について，第 1，第 2の時期における開発援助は経済
成長の刺激とはならなかったとの総括している。ただ第 3期においてのみ，開発援助が経済成長を刺激した
ことをわずかに確認できると結論づけている。総じて，タンザニアの例からすれば，途上国に対する開発援
助は，貧困だけでなく継続的な開発の遅れもまた防ぐことにはならなかったのである。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，タンザニアを一つの事例として途上国に対する開発援助が該当国に及ぼす経済上の影響を論じ
ており，その中でとくに開発援助が個人の貯蓄資産の増加につながったのか，また経済成長に貢献したのか，
これらに焦点をあて究明しようとしている。著者の狙いは，途上国に対する開発援助は長期的にみて経済成
長を促すとする仮設を検証することにある。なぜなら，この仮設こそが，援助供与国，とくにヨーロッパ諸
国においては発展途上国に対する主たる開発援助の理由となっているからである。
　著者がタンザニアを例に挙げたのには十分な理由がある。タンザニアは過去 30年間，援助供与国との間
にさして問題になるほどの政治的争いを起こすこともなく，継続的援助を受けているからである。また他の
援助諸国と異なり，タンザニアへの贈与や借款の供与額はこの間ほとんど変動していない。つまり，タンザ
ニアにおいては，政治的な抗争や社会不安といった要素を捨象することが可能であり，途上国対する開発援
助が当該国の経済成長にどのように貢献しているかを検証する条件が他の多くの被援助国よりも整ってい
ると考えられる。本論文は，タンザニアの経済動向に関する広範かつ長期にわたるデータベース（1970年
－ 1993年）に基づいて著述され，開発援助を被援助国の視点から分析するという，開発援助政策にとって
は新しい手法を採用している。また開発援助プロジェクトならびにこうしたプロジェクトを根拠におく戦略
を評価するための新しい尺度を提案し，とくに貯蓄資産形成に対する開発援助の影響を経済成長のインディ
ケーターと見なすという新たな分析視座を導入し，議論を説得力のあるものとしている。
　本論文は，タンザニアの事例分析の結果が，開発途上国における開発援助と経済成長の関連について，ど
の程度普遍性のあるものかについては議論の余地があるものの，被援助国の立場に視点を置きつつ，長期間
－ 812 －
にわたる大量のデータを分析し，援助の効果を長期的に評価する際の尺度や基準を示した点は，優れた独創
性があり，今後の関連研究にも大きな影響を与えるものと評価できる。また本論文に関連する歴史分析，理
論及び政策評価についての代表的な研究文献を批判的に検討するなかで，開発援助プロジェクトやその戦略
を評価するこれまでの一般的な基準を問題化し，開発援助を評価するに当たっては経済的政治的側面だけで
なく，社会政策上の基準の重要性を指摘している点も十分な説得力がある。
　よって，著者は博士（国際政治経済学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
　
